
HD-LXU3・HD-LXVU3 シリーズ

はじめにお読みください
～パソコンへのセットアップ～

② ［パーティション］をクリックします。

③ [ 1 パーティション ] を選択します。

④ [ オプション ] をクリックします。

① 本製品をクリックします。

本紙は、本製品のパソコンへのセットアップ手順を説明しています。

万が一、不足しているものがありましたら、お買い求めの販売店にご連絡ください。なお、製品形状はイラストと異なる場合があります。

□ハードディスク ......................................................................................................................................１台

□はじめにお読みください（本紙）....................................１枚

※本製品を梱包している箱には、保証書と本製品の
修理についての条件を定めた約款が印刷されてい
ます。本製品の修理をご依頼頂く場合に必要とな
りますので、大切に保管してください。

※別紙で追加情報が添付されている場合は、必ず参
照してください。

□USB ケーブル ..........１本

本製品に物を立てかけないでください。
転倒して故障する恐れがあります。

本製品の上や周りに物を置かないでください。
熱がこもると故障の原因となります。

本製品を積み重ねて使用する場合は、3 台以内として下さい。
Blu-ray/DVDレコーダーなど(熱を出すもの)の上に本製品を設置しないでください。
下の機器からの熱が、本製品の故障の原因となることがあります。

密閉型のAVラックなど、本製品の外部環境において著しく温度上昇が発生する場合は風通しをよくしてください。

□AC アダプター ........１個

パワー・アクセスランプが
右になる向きで設置してく
ださい。

＜縦置きの場合＞ ＜横置きの場合＞

セキュリティースロット

USB端子

DC端子

パワー・アクセスランプ

■通常モード時（暗号化機能が無効）
　点灯（青/緑）: 電源ON時
　点滅（青/緑）: アクセス時 
　点滅（赤）    : ファン故障 

■暗号化モード時（暗号化機能が有効）
　点灯（赤）   ：電源ON時・ロック時
　点灯（青/緑）：電源ON時・認証済み 
　点滅（青/緑）：アクセス時 
　点滅（赤）   ：ファン故障 

※青色の場合→USB 3.0動作時 
　緑色の場合→USB2.0/1.1動作時

パソコンへの接続
パソコンの電源をONにしてWindowsやMacを起動します。

Windows
正しく接続されていれば、マイコンピュータ／コンピュータに本製品（ハード
ディスク）のアイコンが追加されます。

Mac 正しく接続されていれば、デスクトップに本製品の名前のアイコンが
表示されます。　（表示されない場合は、[Shift]－[Command]－
[C]を押してください。正しく接続されていれば、本製品の名前の
アイコンが表示されます。）

本製品は、出荷時にNTFSという形式でフォーマットされており、接続したあとはすぐ
お使いになれます。

Windowsでご利用の場合

接続の確認

ドライブ名（アルファベット）は、
すでに接続されているドライブ
の数によって異なります。

数分待ってもアイコンが表示さ
れないときは、以下をお試しく
ださい。
①USBケーブルの接続を確認
②USB端子の変更

アイコン

出荷時のフォーマット形式NTFSは、Macでは読み込みのみ可能です。本紙「フォ
ーマット（初期化）」の手順で、再フォーマットしてお使いください。

●「セットしたディスクにMac OS Ⅹで読み込めないボリュームが含まれています」
という内容のメッセージ（日本語と英語、または日本語のみ）が表示されたら、
[ 続ける ] または [OK] をクリックしてください。

Macでご利用の場合

Windows７、Vistaの例

ACアダプターを接続します。

3

ACアダプターをコン
セントに接続します。

底面のゴム足(1箇所)には、保護シールが貼り付けられている
場合があります。保護シールをはがしてからお使いください。

底面の保護シールをはがしてください

保護シール

Macの場合

Mac OS 拡張形式で初期化します。

●以下の手順を行うと本製品内のデータは全て削除されますので、必要に応じて
バックアップを作成してください。 

※ 「Time Machine でバックアップを作成するために "（ボリューム名）”
を使用しますか？」と表示されることがあります。Time Machine を
使用してパソコンのバックアップを本製品に保存する場合は [ バック
アップに使用 ] をクリックし、Time Machine を設定してください【画
面で見るマニュアル「フォーマット / メンテナンスガイド」】。Time 
Machine を使用しない場合は [ キャンセル ] をクリックしてください。

② [ 適用 ] をクリックします。

① フォーマットに [Mac OS
拡張（ジャーナリング）] を
選択します。デスクトップの上のバーから [ 移動 ]－[ アプリケーション ] を選択します。1

以上で本製品のセットアップは完了です。

[ ユーティリティ ] フォルダーを開き、[ ディスクユーティリティ ] をダブ
ルクリックします。２

[ パーティション ] をクリックします。
初期化が始まります。初期化が完了するまでお待ちください。
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デスクトップに本製品のアイコン（　　）が追加されていることを確認
してください。

（表示されない場合は、[Shift]－[Command]－[C]を押してください。
正しく接続されていれば、本製品の名前のアイコンが表示されます。）
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[Apple パーティションマップ ] を選択し、[OK] をクリックします。4
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本製品の特長

●暗号化モード変更時には、データは削除されます。

●本製品に保存したデータを自動的に暗号化（暗号化モードのみ）

本製品は、暗号化機能を搭載したハードディスクです。本製品に保存するデータは、
特別な操作をすることなく自動的に暗号化されて保存されます。●本製品に保存したデータは、パスワードで保護（暗号化モードのみ）

本製品を接続すると、仮想 CD ドライブとして（　　）が認識されます。パスワード認証

のあと、ハードディスクとして認識されます（　　）。 データ
自動的に暗号化

本製品の暗号化機能は、Windows にのみ対応しています。
Mac でお使いの場合は、非暗号化ハードディスクとしてご使
用ください。

●暗号化ハードディスク、非暗号化ハードディスクどちらでも使用可能
本製品は、暗号化しない通常のハードディスクとしても使用できます。

他の人が使おう
としても…

仮想CDドライブ

パスワードで認証

ハードディスクとして
使用するドライブドライブ（保存したデータ）

は見えない

仮想CDドライブとして
見える

本製品

ツメに引っかける。1

2 端子に接続する。2
1

4

USBケーブル（付属品）で、
パソコンと本製品を接続します。

パソコンへ

以上で完了です。

[ 今すぐ再起動 ] をクリックします。

※ RAMDISK ユーティリティ、Backup 
Utility をインストールした場合は、パソコ
ンを再起動した後に各ソフトウェアの設定
を行ってください。
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本製品をお使いのパソコンに最適な設定にします。

［製品のセットアップ］をクリックします。

・通常のハードディスクとして使用する方
・Macと共用する方は、[いいえ]をクリックして、手順8へ進んでください。

以降は、画面の指示に従ってパスワードを設定してください。

コンピュータ（マイコンピュータ）にある「HD-LXU3」または「HD-LXVU3」

をダブルクリックし、「DriveNavi.exe」をダブルクリックします。

※Windows 7をお使いの場合、「次のプログラムにこのコンピュータへの変更を
許可しますか？」と表示されたら、[ はい ] をクリックしてください。

※Windows Vista をお使いの場合、「プログラムを続行するにはあなたの許可
が必要です」と表示されたら、[ 続行 ] をクリックしてください。

暗号化モードの設定を行います。
※本製品の出荷時は、暗号化モードは設定されていません。

［はい］をクリックします。

1

2

6

［次へ］をクリックします。

5

3

［同意する］をクリックします。

4

[かんたんスタート]をクリックします。

Windowsの場合

「パスワードを設定しました。」と表示されたら、[OK] をクリックします。7

8 Buffalo Toolsをインストールします。

※ RAMDISK ユーティリティをインストールすると「ドライバ ソフトウェア
発行元を検証できません」と表示されることがあります。表示されたら［こ
のドライバ ソフトウェアをインストールします］をクリックしてください。

[ はい ] をクリックします。

「Buffalo Tools をインストールしました。」
と表示されたら、[OK] をクリックします。

[OK] をクリックします。

引き続きその他のユーティリティーを
インストールします。

9

OSによって手順が異なりますので、ご注意ください。

②[OK] をクリックします。

①パスワードを入力します。

※パスワード認証の画面が表示されない場合は、[ スタート ]－[（すべての）プロ
グラム ]－[BUFFALO]－[SecureLockManagerEasy]－[ パスワード入力 ] を
クリックしてください。

※ヒントを使用する場合は、[ ヒント ] をクリックしてください。

[OK] をクリックします。

※本製品を認識するまでに、20秒程度かかることがあります。

パスワード認証の画面が自動で起動します。

ファン

NTFS(1パーティション)

インターフェース USB 3.0

データ転送速度(理論値)

USB 3.0　 最大5Gbps(※)

USB 2.0　 最大480Mbps

USB 1.1　 最大12Mbps

端子 USB 3.0 Standard-B

電源 AC100V  50/60Hz

温度：5～35℃

消費電力 最大18W　平均12W

動作環境
湿度：20～80%(結露なきこと)

出荷時フォーマット形式

最新の製品情報や対応機種については、カタログまたはインターネットホームページ(buffalo.jp)
を参照してください。

※ 本製品を、USB3.0 で規定されている SS モード（最大転送速度 5Gbps）で使用するには、当社
製 USB3.0 インターフェース（または USB3.0 に対応したパソコン本体）が必要です。

ハードディスクは精密機器です。
慎重に取り扱い、衝撃を与えないでください。

故障の原因になります
故障の原因になります



取り外しかた パスワード認証して使用する(Windowsのみ)

■Windowsの場合

パソコンの電源がOFFのとき

■Macの場合

安全に取り外すことができる旨のメッセージが表示されたら、［OK］
または　 　をクリックします。 

本製品をパソコンから取り外します。 

デスクトップにある本製品のアイコン　　をゴミ箱にドラッグ&ドロップします。
デスクトップにアイコンが表示されていない場合は、[Shift]－[Command]－
[C] を押します。リストに表示された本製品を、ゴミ箱にドラッグ＆ドロップ
します。 

本製品をパソコンから取り外します。

本製品を USB 接続したパソコンのタスクトレイに表示されているア

イコン（　  、  　、 　）をクリックしてから、表示されたメニューをク

リックします。

そのままパソコンから本製品を取り外します。

パソコンの電源がONのとき
使用している OS によって、取り外しかたが異なります。次の手順で取り外してください。

手順を守らないで取り外すと、本製品の故障の原因となったり、記録された
データが破損する恐れがあります。

クリックします。

1

２

3

１

2

パスワードを設定した場合、本製品を使用するにはパスワード認証が必要です。

以上で完了です。本製品は、通常のハードディスクと同じようにデータ
の読み書きを行えます。

本製品をパソコンに接続します。
※Windows 7/Vista の場合、自動再生の画面が表示されたら、画面右上の [×] を

クリックして画面を閉じてください。

1

3

2

②[OK] をクリックします。

①パスワードを入力します。

※パスワード認証の画面が表示されない場合は、[ スタート ]－[（すべての）プロ
グラム ]－[BUFFALO]－[SecureLockManagerEasy]－[ パスワード入力 ] を
クリックしてください。

※ヒントを使用する場合は、[ ヒント ] をクリックしてください。

[OK] をクリックします。

※本製品を認識するまでに、20秒程度かかることがあります。

パスワード認証の画面が自動で起動します。

注 意

Secure Lock Manager Easy をインストールしていないパソコン
でパスワード認証するには？

［コンピュータ（マイコンピュータ）］－[HD-LXU3] または [HD-LXVU3]－
[Password.exe] を実行すると、パスワード認証画面が表示されます。

画面で見るマニュアル
画面で見るマニュアルには、使用時の注意やフォーマット手順など、本紙に記載され
ていないことが記載されています。本紙とあわせて必ずお読みください。画面で見る
マニュアルは、以下の当社ホームページに公開しています。

【HD-LXU3】
http://buffalo.jp/download/manual/h/hdlxu3.html

【HD-LXVU3】
http://buffalo.jp/download/manual/h/hdlxvu3.html

Windows をお使いの場合は、以下の手順でも画面で見るマニュアルをご覧いただけます。

※ 画面で見るマニュアル（PDF ファイル）を読むには、Adobe Reader がインストー
ルされている必要があります。Adobe Reader も以下の方法でインストールできま
す。Adobe Reader の使いかたは、ヘルプを参照してください。画面で見づらいと
きは、印刷してお読みください。

① 本製品に保存されている「DriveNavi.exe」をダブルクリックします。

② ［マニュアルを読む］をクリックします。

③ 表示したいマニュアルを選択し［閲覧する］をクリックします。

ソフトウェア（Windows 7/Vista/XP）
本製品内の「DriveNavi.exe」には、Windows 7/Vista/XP 用の便利なソフトウェアが
収録されています。ソフトウェアの詳細やインストール手順は、画面で見るマニュアル

「ユーザーズマニュアル」をご覧ください。「DriveNavi.exe」を削除してしまった場合は、
以下の当社ホームページからダウンロードできます。

【HD-LXU3】
http://buffalo.jp/download/driver/hd/hd-lxu3.html

【HD-LXVU3】
http://buffalo.jp/download/driver/hd/hd-lxvu3.html

HD-LXU3・HD-LXVU3シリーズ　はじめにお読みください

2012年5月18日 3版発行　発行 株式会社バッファロー

安全にお使いいただくために必ずお守りください

お客様や他の人々への危害や財産への損害を未然に防ぎ、本製品を安全にお使いいただくために
守っていただきたい事項を記載しました。
正しく使用するために、必ずお読みになり内容をよく理解された上で、お使いください。なお、
本書には当社製品だけでなく、当社製品を組み込んだパソコンシステム運用全般に関する注意事
項も記載されています。
パソコンの故障／トラブルや、データの消失・破損または、取り扱いを誤ったために生じた本製
品の故障／トラブルは、当社の保証対象には含まれません。あらかじめご了承ください。

使用している表示と絵記号の意味

警告表示の意味

警告
絶対に行ってはいけないことを記載しています。この表示の注意事項を守らない
と、使用者が死亡または、重傷を負う可能性が想定される内容を示しています。

注意
この表示の注意事項を守らないと、使用者がけがをしたり、物的損害の発生が考
えられる内容を示しています。

絵記号の意味　　　　　　の中や近くに具体的な指示事項が描かれています。

警告・注意を促す内容を示します。（例：　 感電注意)

してはいけない事項（禁止事項）を示します。（例：　 分解禁止）

しなければならない行為を示します。（例：　 プラグをコンセントから抜く）

警告

本製品を取り付け、使用する際は、必ず
パソコンメーカーおよび周辺機器メー
カーが提示する警告や注意指示に従っ
てください。

強制

本製品の分解・改造・修理を自分でし
ないでください。
火災･感電･故障の恐れがあります。また本
製品のシールやカバーを取り外した場合、
修理をお断りすることがあります。

分解禁止

電源プラグは、コンセントに完全に差
し込んでください。

差し込みが不完全なまま使用すると、
ショートや発熱の原因となり、火災や感電
の恐れがあります。

強制

電気製品の内部やケーブル、端子類に
小さなお子様の手が届かないように機
器を配置してください。

さわってけがをする恐れがあります。

強制

小さなお子様が電気製品を使用する場
合には、本製品の取り扱い方法を理解
した大人の監視、指導のもとで行うよ
うにしてください。

強制

濡れた手で本製品に触れないでくだ
さい。

電源ケーブルがコンセントに接続されて
いるときは、感電の原因となります。ま
た、コンセントに接続されていなくても、
本製品の故障の原因となります。

禁止

煙が出たり変な臭いや音がしたら、す
ぐにパソコン及び周辺機器の電源ス
イッチを OFF にし、コンセントから
電源プラグを抜いてください。

そのまま使用を続けると、ショートして
火災になったり、感電する恐れがありま
す。当社サポートセンターまたは、お買い
求めの販売店にご相談ください。

電源プラ
グを抜く

風呂場など、水分や湿気が多い場所で
は、本製品を使用しないでください。

火災になったり、感電や故障する恐れが
あります。

水場での
使用禁止

本製品に液体をかけたり、異物を内部
に入れたりしないでください。液体や
異物が内部に入ってしまったら、すぐ
にコンセントから電源プラグを抜いて
ください。

そのまま使用を続けると、ショートして
火災になったり、感電する恐れがありま
す。当社サポートセンターまたは、お買い
求めの販売店にご相談ください。

電源プラ
グを抜く

USB ケーブル、IEEE1394 ケーブル
は、本製品付属のものまたは当社製の
ものをご使用ください。

本製品付属または当社製以外のUSBケー
ブル、IEEE1394 ケーブルをご使用にな
ると、電圧の端子や極性が異なることが
あるため、発煙、発火の恐れがあります。
本製品の故障の原因ともなります。

禁止

注意

静電気による破損を防ぐため、本製品
に触れる前に、身近な金属（ドアノブや
アルミサッシなど）に手を触れて、身体
の静電気を取り除いてください。

人体などからの静電気は､本製品を破損､
またはデータを消失、破損させるおそれ
があります｡

強制

ハードディスク、MO、フロッピーディ
スクドライブなどのデータ格納機器
へのアクセス中は、パソコンや機器の
電源を OFF にしたり、リセットした
りしないでください。

データを消失、破損する恐れがあります。
バックアップ作成を怠ったために、デー
タを消失、破損した場合、当社はその責任
を負いかねますのであらかじめご了承く
ださい。

本製品を落としたり、強い衝撃を与え
たりしないでください。

本製品は精密機器ですので、衝撃を与え
ないように慎重に取り扱ってください｡
本製品の故障の原因となります。

禁止

禁止

次の場所には設置しないでください。感
電、火災の原因となったり、製品やパソ
コンに悪影響を及ぼすことがあります。

・ 強い磁界、静電気が発生するところ
・ 温度、湿度がパソコンのマニュアルが定

めた使用環境を超える、または結露する
ところ

・ ほこりの多いところ
 →故障の原因となります。
・ 振動が発生するところ
 →けが、故障、破損の原因となります。
・ 平らでないところ
 →転倒したり、落下して、けがや故障の原

因となります。
・ 直射日光が当たるところ
 →故障や変形の原因となります。
・ 火気の周辺、または熱気のこもるところ
 →故障や変形の原因となります。
・ 漏電、漏水の危険があるところ
 →故障や感電の原因となります。

禁止

AC100V(50/60Hz) 以外のコンセン
トには、絶対に電源プラグを差し込ま
ないでください。

海外などで異なる電圧で使用すると、ショー
トしたり、発煙、火災の恐れがあります。

禁止

電源ケーブルを傷つけたり、加工、加
熱、修復しないでください。
・ 設置時に、電源ケーブルを壁やラック
（棚）などの間にはさみ込んだりしない
でください。

・ 重いものをのせたり、引っ張ったりしな
いでください。

・ 熱器具を近付けたり、加熱しないでくだ
さい。

・ 電源ケーブルを抜くときは、必ずプラグ
を持って抜いてください。

・ 極端に折り曲げないでください。
・ 電源ケーブルを接続したまま、機器を移

動しないでください。
万一、電源ケーブルが傷んだら、当社サ
ポートセンターまたは、お買い上げの販売
店にご相談ください。

禁止

本製品の取り付け、取り外しや、ソフト
ウェアをインストールするときなど、
お使いのパソコン環境を少しでも変更
するときは、必ずバックアップしてく
ださい。

誤った使い方をしたり、故障などが発生し
てデータが消失、破損したときなど、バッ
クアップがあれば被害を最小限に抑える
ことができます。
バックアップの作成を怠ったために、デー
タを消失、破損した場合、当社はその責任
を負いかねますのであらかじめご了承く
ださい。

強制

各接続端子のチリやほこり等は、取りの
ぞいてください。また、各接続端子には
手を触れないでください。

故障の原因となります。

強制

通風口をふさいだり、他の機器と密着さ
せないでください。

故障の原因となります。禁止

ハードディスク内のデータは、必ず他の
メディア外付けハードディスク、
DVD-R メディア等）にバックアップし
てください。

とくに、修復、再現できない重要なデータ
は、オリジナルの更新前、更新後と、常に二
重のバックアップを作成されることをお
すすめします。次のような場合に、データ
が消失、破損する恐れがあります。
・ 誤った使い方をしたとき
・ 静電気や電気的ノイズの影響を受けたとき
・ 故障、修理などのとき
・ パソコンの電源スイッチを OFF にした

直後に、すぐに電源スイッチを ON にし
たとき

・ 天災による被害を受けたとき
上記の場合に限らずバックアップの作成
を怠ったために、データを消失、破損した
場合、当社はその責任を負いかねますので
あらかじめご了承ください。

禁止

シンナーやベンジン等の有機溶剤で、
本製品を拭かないでください。

本製品の汚れは、乾いたきれいな布で拭い
てください。汚れがひどい場合は、きれい
な布に中性洗剤を含ませ、かたくしぼって
から拭き取ってください。

禁止

本製品内部からの放熱により製品が少
し熱くなりますが、異常ではありませ
ん。熱がこもると故障の原因となりま
すので、製品使用中は布などかぶせな
いようにしてください。

禁止

パワー・アクセスランプが点滅してい
る間は、AC アダプターや USB ケーブ
ルを抜いたり、システムをリセットした
りしないでください。

禁止

強制

本製品を廃棄するときは、地方自治体
の条例に従ってください。

条例の内容については、各地方自治体にお
問い合わせください。

本製品の上に物を置かないでください。

傷がついたり、故障の原因となります。
禁止

パソコンおよび周辺機器の取り扱い
は、各マニュアルをよく読んで、各メー
カーの定める手順に従ってください。強制

ハードディスクの破棄・譲渡・交換・修理時の注意

「削除」や「フォーマット」したハードディスク上のデータは、完全には消去されていません。お
客様が、廃棄・譲渡・交換・修理等を行う際に、ハードディスク上の重要なデータが流出するとい
うトラブルを回避するためには、ハードディスクに記録された全データを、お客様の責任において
消去することが非常に重要となります。
万一、 お客様の個人データが漏洩しトラブルが発生したとしましても、当社はその責任を負いかね
ますのであらかじめご了承ください。
以下のような市販のソフトウェアを用いてデータを完全に消去するか、専門業者に完全消去作業を
依頼することをおすすめします。

Acronis DriveCleanser(Acronis社製） 内蔵・外付ハードディスク用

詳しくは、http://buffalo.jp/support_s/hddata.html をご覧ください。

※ ソフトウェアを削除することなくハードディスクやパソコンを譲渡すると、ソフトウェアライ
センス使用許諾契約違反になることがありますので、ご注意ください。

■ 本書の著作権は当社に帰属します。本書の一部または全部を当社に無断で転載、複製、改変などを行うことは禁じられて
います。

■ BUFFALOTM は株式会社メルコホールディングスの商標です。本書に記載されている他社製品名は、一般に各社の商標ま
たは登録商標です。

　 本書では、、 などのマークは記載していません。

■ 本書に記載された仕様、デザイン、その他の内容については、改良のため予告なしに変更される場合があり、現に購入さ
れた製品とは一部異なることがあります。

■ 本書の内容に関しては万全を期して作成していますが、万一ご不審な点や誤り、記載漏れなどありましたら、お買い求め
になった販売店または当社サポートセンターまでご連絡ください。

■ 本製品は一般的なオフィスの OA 機器としてお使いください。万一、一般 OA 機器以外として使用されたことにより損害
が発生した場合、当社はいかなる責任も負いかねますので、あらかじめご了承ください。
・ 医療機器や人命に直接的または間接的に関わるシステムなど、高い安全性が要求される用途には使用しないでください。
・ 一般 OA 機器よりも高い信頼性が要求される機器や電算機システムなどの用途に使用するときは、ご使用になるシステ

ムの安全設計や故障に対する適切な処置を万全におこなってください。

■ 本製品は日本国内でのみ使用されることを前提に設計、製造されています。日本国外では使用しないでください。また当
社は、本製品に関して日本国外での保守または技術サポートを行っておりません。

■ 本製品（付属品等を含む）を輸出または提供する場合は、外国為替及び外国貿易法および米国輸出管理関連法規等の規制
をご確認の上、必要な手続きをおとりください。

■ 本製品の使用に際しては、本書に記載した使用方法に沿ってご使用ください。特に、注意事項として記載された取扱方法
に違反する使用はお止めください。

■ 当社は、製品の故障に関して一定の条件下で修理を保証しますが、記載されたデータが消失・破損した場合については、
保証しておりません。本製品がハードディスク等の記憶装置の場合または記憶装置に接続して使用するものである場合は、
本書に記載された注意事項を遵守してください。また、必要なデータはバックアップを作成してください。お客様が、本
書の注意事項に違反し、またはバックアップの作成を怠ったために、データを消失・破棄に伴う損害が発生した場合であっ
ても、当社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

■ 本製品に起因する債務不履行または不法行為に基づく損害賠償責任は、当社に故意または重大な過失があった場合を除き、
本製品の購入代金と同額を上限といたします。

■ 本製品に隠れた瑕疵があった場合、無償にて当該瑕疵を修補し、または瑕疵のない同一製品または同等品に交換致しますが、
当該瑕疵に基づく損害賠償の責に任じません。

注意

本製品の紛失・盗難等には十分ご注意ください
本製品の紛失・盗難・横領・詐取等により、第三者に個人情報が漏えいす
る恐れがあります。個人情報が第三者に漏えいしたために損害が生じた場
合、当社はその責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

● 本製品をロックする場合は、パソコンや本製品の電源を
OFF（または再起動）にするか、本製品をパソコンからり外
してください。
Windows の場合は、パソコンをスタンバイや休止状態にした場合もロック
がかかります。

● 本製品が認識されない場合は、USB ケーブルや AC アダ
プターが正しく接続されているか確認してください。

注意

本製品について

この装置は、クラスB情報技術装置です。この装置は、家庭環境で使用することを目的としてい
ますが、この装置がラジオやテレビジョン受信機に近接して使用されると、受信障害を引き起
こすことがあります。
取扱説明書に従って正しい取り扱いをしてください。

VCCI-B

受信障害について

ラジオやテレビジョン受信機（以下、テレビ）などの画面に発生するチラツキ、ゆがみがこの
商品による影響と思われましたら、パソコンの電源スイッチをいったん切ってください。電源
スイッチを切ることにより、ラジオやテレビなどが正常に回復するようでしたら、以後は次の
方法を組み合わせて受信障害を防止してください。

・本機と、ラジオやテレビ双方の向きを変えてみる
・本機と、ラジオやテレビ双方の距離を離してみる


